
令和３年度岐阜市生物多様性シンポジウムの概要(11月 13日) 

  

本シンポジウムは、例年、生物多様性の保全などについて市民の皆さんと一緒に考

えるイベントとして開催しており、今回は、「ミツバチが育む生物多様性」と題し、２

人の講師に講演を頂きました。 

 

1  開催概要 

(1)  開催日時 令和３年１１月１３日(土曜日)１４時～1５時３０分 

(2)  会    場 みんなの森 ぎふメディアコスモス かんがえるスタジオ 

 

2  講演内容 

(1)「ミツバチが育む生物多様性 〜蜂との時間が教えてくれたこと〜」 

      特定非営利活動法人 さとはち 副理事長 安藤美咲氏 

 

(2)「ミツバチが育む生物多様性」 

      公益財団法人みつばちの家 理事長 中村源次郎氏 

 

(3)トークセッション 中村源次郎氏、安藤美咲氏 

コーディネーター 野村典博氏 

 

3  講演の詳細 

(1)「ミツバチが育む生物多様性 〜蜂との時間が教えてくれたこと〜」  

 

ミツバチが、農業や自然環境の生物多様性の保全に大きく貢献していることや、ミ

ツバチが暮らす環境の課題、安藤講師が行ってきた活動と、活動や養蜂を通して気が

付いたことなどについて、講演を頂きました。 

参加者の方々からは、「ミツバチが他の植物に貢献しており、共生の重要性を理解

できた」、「自身の体験を元に、ミツバチと環境に対する意見を持つことが良いと思っ

た」などの意見を頂きました。 
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(2)「ミツバチが育む生物多様性」  

 

養蜂・ミツバチの世界・ミツバチの生産物についての説明や、ミツバチが花粉の媒

介者となり、植物を生育・繁栄させる「みどりの源」として重要であり、受粉によっ

て植物は実り、「食料」となって人々の「命」を支える、大切な役割を担っていること

などについて、講演を頂きました。 

参加者の方々からは、「ミツバチの現状や、働きバチ・女王バチの一生がよくわかっ

た」、「岐阜が近代養蜂の発祥の地とのこと、認識を新たにしました」などの意見を頂

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

なお、お二人の講演の様子は、岐阜市公式 You Tube にて公開しております。 

URL：https://www.youtube.com/watch?v=OTU2MfvPtnw 

  ：https://www.youtube.com/watch?v=k3Q0No_WDYc 

また、トークセッションの内容も紙面でまとめてありますので、ご希望があれば、お

申し出下さい。 

https://www.youtube.com/watch?v=k3Q0No_WDYc

